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創立 75 周年を迎えて 

大沢公民館が創立 75 周年を迎えるに当たり、多くの運営に携わった先人に敬意を表するとともに、

心から御礼を申し上げます。 

平成 11 年 10 月 31 日に大沢公民館創立 50 周年記念事業が盛大に行われ、その後、25 年が経過し

て、今年創立 75 周年を迎えました。 

大沢公民館は、昭和 21 年に戦場から帰った若者により大沢青年団が結成され、昭和 23 年 11 月に地

元の運営により大沢小学校講堂に公民館が竣工しました。 

その後、昭和 24 年 10 月に「相模原町立公民館条例」により、市内最初の公民館として設置されまし

た。この時、事務局を大沢小学校に置き、初代館長は、大沢出張所長舘盛静光氏（元相模原市長）が就

任されました。 

そして、平成 18 年 3 月に大沢公民館の憲法とも言うべき、大沢公民館振興計画が策定され、二度の改定を経て、現在の

大沢公民館振興計画（令和 4 年 3 月改定）により、運営されています。 

この中で、基本理念を「公民館は、出会い、ふれあい、学びあいの場」とし、基本方針を 

１．参加者層の拡大 

２．学びを通じたつながりづくり 

３．地域を育む子どもたちの成長 

と定めております。 

この大沢公民館振興計画に則り日々運営されておりますが、最近の傾向として、毎年少しづつ利用者が減少している中で、

コロナ禍による利用中止を含め、公民館活動の制限にも阻まれました。 

最近になって、少しづつ利用者の増加も見込まれますが、コロナ禍前に戻っておりません。 

今後とも、大沢公民館の伝統を踏まえ、利用者数の増大、住民主体の公民館運営、学校と地域の連携など公民館事業の充

実に努めてまいります。 

引き続き、住民の皆さんの御支援、御協力をお願い申し上げます。 

公民館活動に関わって 
 

運営協議会委員（元青少年指導員） 髙橋 知子 

 

大沢に住む住民として、地区のことを

色々知りたいと思い、お友だちの誘いで青

少年指導員活動を引き受けました。 

子どもたちを中心とした活動だと知りました。 

子どもたちがどうしたら仲良く楽しく過ごせるか、

指導員の仲間で考え活動してきました。 

失敗も多々ありましたが、何よりも子どもたちの笑

顔が良かったです。また、「次も楽しみにしてるね」の

言葉が一番の励みになりました。 

私自身も楽しく活動ができたことを嬉しく思ってお

ります。 
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大沢公民館創立 75 周年を迎えられましたこ

とを心からお祝い申し上げます。 

私自身も大沢公民館とは縁が深く、公民館創立 50 周年記

念式典にも本部役員として携わさせて頂きました。 

地域における親睦と交流を育むうえで大きな役割を果た

されている「愛ある大沢公民館」が好きで、現在において

も体育部(スポーツ推進委員)、青少年部員としての活動を

続けています。 

人々の価値観や生活様式が多様化し、地域コミュニティ

の希薄化が課題となっている今の時代だからこそ、自治会

をはじめとした地域活動団体の活性化、担い手確保を図る

ため公民館としての重要性が求められていると思います。 

今後も公民館が地域の中心的な役割を担い、活動のけん

引をお願いしたいと思います。 



新公民館完成 

昭和 54年 

大沢地区秋まつり 

レクリエーション大会 

平成 20年 

リボンフラワー教室 

昭和 54年 

第１６回大沢公民館まつり 

令和６年 

 

春の市民健康まつり 

「芝ざくらウォーキング」 

平成 22年 

夏休み子ども野外教室 

平成 20年 

公民館設立当時 

昭和 24年（白い屋根が大沢公民館） 

 

創立 50周年記念誌発行 

平成 11年 

第 21回大沢地区こどもまつり 

平成 19年 

公民まつり 

昭和 28年 

夏のお楽しみ教室 

「水生生物の採集と観察」 

平成 23年 

第 35回わんぱく相撲大会 

平成 30年 

第 31回大沢地区こどもまつり 

平成 29年 

親子全力クラブ 

令和４年 

ボッチャ・モルック教室 

令和６年 

絵本の読み聞かせ 

令和 3年 

大沢公民館まつり 

平成 19年 

歴史探訪 おもしろ戦国史 

令和 3年 

女性学級「わいわい学級」 

平成 27年 

七夕 着付教室 

平成 23年 

ロードレース 

平成 30年 

餅つき大会 

平成 20年 

館報おおさわ第 4号 

昭和 50年 

コーヒー、紅茶などを楽しみな

がら名画を鑑賞する会 

令和 5年 

第 1回文化祭 

平成元年 

市民健康まつり「春のウォーキング」 

令和６年 

第 35回軟式野球大会 

平成 20年 

第 31回ゲートボール大会 

平成 22年 

さわっ子！スポーツフェスティバル 

令和６年 

女性学級「わいわい学級」  

令和６年 
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 編集後記 
暑さのとうげを越え、スポーツ・食欲の秋となりました。 

大沢公民館は、今年 10月で創立 75周年を迎えます。 

これを記念して、今後さまざまな事業が開催されます。 

昔から続けられている文化講座、スポーツイベント、ボッチャ 

など、これからも公民館事業にみなさま気軽にご参加くださ

い。 

  （大沢公民館広報委員 渡辺） 

 

 ・こどもまつりでお化け屋敷などの怖い体験イベントや

駄菓子屋さん。 

・クッキーやケーキをつくりたい。うどんを一からつく 

 りたい。家ではできないものをつくりたい。 

・自分より上の学年に絵本の読み聞かせをしたい。 

・工作がしたい。特に段ボールを使った 

災害ベッドつくりなど。 

・ダンス、ミニ運動会など。 

・サッカー、水泳、ラグビー 

などスポーツ大会。 

             

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Aさん  小学校６年生 

・B さん  小学校５年生 

・C さん  小学校５年生 

・D さん  小学校３年生 

・E さん  小学校３年生 

・F さん  小学校３年生 

・こどもまつりで参加者が「楽しい！」と言ってくれた 

事が嬉しかった。 

・うどん作りが楽しかった！ 

・全力クラブやクリスマス会、まつりが楽しい。 

・絵本のひろばが楽しい！ 

・マラソン大会が疲れたけど楽しかった 

(1 kmは長い)。 

・好きな時にいつでも来館して工作ができるような場所を作りたい。その場所にはみんなが自由に使える紙や、ビーズ、ひも、

画用紙などを置きたい。 

・子どもから大人まで、家族全員が過ごせるイベントとして、お祭りや、展示会、演芸会などを年に一度は開催したい。 

・公民館を大きく、地域のシンボルとして目立つようにして、もっと人が集まるようにイベントもたくさんする。 

・年齢の異なる子どもが仲良く集えるような場所を作る。たとえば高校生と小学生が一緒にものを作ったり、教えあったり 

 するような年齢に関係なく一緒に行える事業をやりたい。 

・公民館、とくに会議室を大きくして、多くの人が集まって、色々な人たちが使えるようにすると、来館人数も増える。 

・大人と子どもが一緒に楽しめる事業を増やしたい。たとえばドッジボール大会など。 

 


